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ノ
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【
は
じ
め
に
】 

 

養
殖
ト
ラ
フ
グ
の
白
子
は
主
に
一
月
以
降
に

発
達
し
、
ト
ラ
フ
グ
需
要
の
ピ
ー
ク
と
な
る
十

二
月
に
白
子
が
大
き
く
な
る
も
の
は
稀
で
す
。

そ
の
た
め
、
十
二
月
に
大
き
な
白
子
（
百
グ
ラ

ム
程
度
）
を
持
っ
て
い
る
個
体
は
特
に
高
値
で

取
引
き
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
フ
グ
を

白
子
早
熟
と
呼
び
ま
す
が
、
白
子
早
熟
は
遺
伝

的
な
形
質
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。 

長
崎
県
の
ト
ラ
フ
グ
養
殖
は
、
生
産
量
が
全

国
一
位
で
約
五
十
％
の
シ
ェ
ア
を
占
め
、
本
県

の
重
要
な
産
業
で
す
。
し
か
し
、
長
引
く
魚
価

の
低
迷
や
餌
料
等
生
産
コ
ス
ト
の
増
大
が
、
養

殖
経
営
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。 

 

総
合
水
試
で
は
、
厳
し
い
経
営
状
況
を
改
善

す
る
こ
と
を
目
指
し
た
技
術
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

の
一
つ
と
し
て
、
白
子
早
熟
ト
ラ
フ
グ
の
育
種

（
遺
伝
的
に
優
れ
た
形
質
を
持
っ
た
ト
ラ
フ
グ

を
品
種
化
す
る
こ
と
）
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
は
、
農
研
機
構
生

研
支
援
セ
ン
タ
ー
の
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出

強
化
研
究
推
進
事
業
（
以
下
、
イ
ノ
ベ
事

業
）」
に
参
画
し
、
東
京
大
学
と
の
共
同
研
究

に
よ
り
、
最
先
端
の
育
種
技
術
（
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク

セ
レ
ク
シ
ョ
ン
法
）
を
用
い
た
「
高
成
長
で
あ

り
、
な
お
か
つ
白
子
早
熟
な
ト
ラ
フ
グ
系
統

（
以
下
、
高
成
長
白
子
早
熟
系
統
）」
の
育
種

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果
と
し

て
、
令
和
三
年
度
ま
で
に
、
白
子
重
量
が
平
均

で
百
二
十
グ
ラ
ム
に
な
る
系
統
の
作
出
に
成
功

し
て
い
ま
す
（
表
一
）。 

             

令
和
四
年
度
か
ら
は
、
さ
ら
に
白
子
が
発
達

し
や
す
い
系
統
の
育
種
を
進
め
る
と
と
も
に
、

研
究
課
題
を
拡
充
し
て
、
引
き
続
き
イ
ノ
ベ
事

業
（
課
題
番
号0
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令
和
四
年
度
～

令
和
八
年
度
）
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
今
回
は
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。 

 

【
高
成
長
白
子
早
熟
系
統
の
改
良
】 

 

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
、
ト
ラ
フ
グ
高
成
長
白

子
早
熟
系
統
の
選
抜
育
種
に
取
り
組
み
、
十
二

月
の
平
均
白
子
重
量
百
二
十
グ
ラ
ム
の
系
統
を

作
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
令
和
四
年
度

以
降
も
さ
ら
に
選
抜
を
進
め
、
事
業
最
終
年
度

の
令
和
八
年
度
に
は
、「
養
殖
二
年
目
の
十
二

白子早熟トラフグの白子 



月
中
に
雄
の
八
割
が
商
品
価
値
の
あ
る
百
グ
ラ

ム
程
度
の
白
子
を
持
つ
ト
ラ
フ
グ
品
種
」
の
作

出
を
目
指
し
ま
す
。 

 

【
高
成
長
白
子
早
熟
系
統
の
全
雄
化
と
普
及
】 

 

総
合
水
試
で
は
、
選
択
的
に
雄
の
ト
ラ
フ
グ

を
生
産
す
る
「
全
雄
ト
ラ
フ
グ
作
出
技
術
」
を

平
成
二
十
七
年
に
確
立
し
ま
し
た
。
こ
の
技
術

を
用
い
て
高
成
長
白
子
早
熟
系
統
の
全
雄
ト
ラ

フ
グ
を
生
産
す
れ
ば
、
よ
り
効
率
的
に
白
子
の

発
達
し
や
す
い
ト
ラ
フ
グ
を
生
産
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
す
（
図
一
）。
ま
た
、
全
雄
種

苗
で
は
、
市
場
に
出
回
る
個
体
が
全
て
雄
で
あ

る
た
め
、
同
じ
系
統
の
雌
は
流
通
し
ま
せ
ん
。

す
な
わ
ち
、
優
れ
た
全
雄
個
体
を
入
手
し
て

も
、
そ
の
子
供
を
作
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
で
、
県
外
や
海
外
へ
の
系
統
の
流
出
を
防
止 

               

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

本
事
業
で
は
、
将
来
的
に
「
十
二
月
中
に
八

割
の
魚
が
百
グ
ラ
ム
程
度
の
白
子
を
持
つ
よ
う

な
全
雄
種
苗
」
を
作
出
し
、
こ
れ
を
長
崎
県
内

の
種
苗
生
産
お
よ
び
養
殖
現
場
に
普
及
す
る
こ

と
を
最
終
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

の
目
標
達
成
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
る
た
め
、

そ
の
途
中
に
お
い
て
も
高
成
長
白
子
早
熟
個
体

を
段
階
的
に
全
雄
化
し
て
現
場
へ
と
普
及
し
て

い
く
計
画
で
す
。 

 
【
や
せ
病
耐
性
系
統
の
作
出
】 

 

近
年
西
日
本
各
地
の
ト
ラ
フ
グ
養
殖
現
場
に

お
い
て
「
粘
液
胞
子
虫
性
や
せ
病
」
に
よ
る
被

害
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
疾
病
は
、
魚

か
ら
魚
へ
直
接
感
染
し
、
有
効
な
治
療
法
が
な

い
こ
と
か
ら
、
今
後
も
被
害
の
拡
大
が
懸
念
さ 

               

図 1 早熟性を有した全オス種苗の作出 



れ
ま
す
。 

そ
こ
で
令
和
四
年
度
か
ら
イ
ノ
ベ
事
業
の
課

題
と
し
て
、
高
成
長
白
子
早
熟
系
統
の
選
抜
育

種
と
同
様
に
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
法
を

活
用
し
て
、
粘
液
胞
子
虫
性
や
せ
病
に
対
し
て

耐
性
を
有
す
る
ト
ラ
フ
グ
系
統
の
作
出
に
着
手

し
ま
す
。 

 

【
お
わ
り
に
】 

 

総
合
水
試
で
は
、
ト
ラ
フ
グ
高
成
長
白
子
早

熟
系
統
等
の
選
抜
育
種
を
継
続
し
、
県
内
の
養

殖
現
場
に
段
階
的
に
導
入
し
て
い
き
ま
す
。 

長
崎
県
独
自
の
品
種
と
し
て
、
養
殖
ト
ラ
フ

グ
産
業
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
、
県
内
の

種
苗
生
産
現
場
お
よ
び
養
殖
現
場
か
ら
の
ご
意

見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
技
術
開
発
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

（
担
当 

森
寛
太
） 

 


